
یلر کامپا
تجزیه‌گر

(۱)چ‌ر

محسن‌هوشمند
هدانشکده‌تکنولوژی‌اطلاعات‌و‌علم‌رایان

ه‌زنجاندانشگاه‌تحصیلات‌تکمیلی‌علوم‌پای



تجزیه‌چ‌ر‌دستورهای‌مبهم

𝑆 → if 𝐸 then 𝑆 else 𝑆
𝑆 → if 𝐸 then 𝑆
𝑆 → ⋯

if a then if b then s1 else s2

(1) if a then { if b then s1 else s2 }

(2) if a then { if b then s1 } else s2

𝑆′ → 𝑆
𝑆 → 𝑖𝑆𝑒𝑆|𝑖𝑆|𝑎



0 𝑆′ → 𝑆$
1 𝑆 → 𝑖𝑆𝑒𝑆
2 𝑆 → 𝑖𝑆
3 𝑆 → 𝑎

i e a $ S
۱ ۳ ۴ ۲
۲ پ
۳ ۳ ۴ ۵
۴ r۳ r۳ r۳ r۳
۵ r۲ ۶,r۲ r۲ r۲
۶ ۳ ۴ ۷
۷ r۱ r۱ r۱ r۱

آغاز پیرو
𝑆’ 𝑖, 𝑎 $
𝑆 𝑖, 𝑎 $, 𝑒

𝑆′ →.𝑆 $
𝑆 → . 𝑖𝑆𝑒𝑆
𝑆 →. 𝑖𝑆
𝑆 →. a

𝑆′ → 𝑆. $

𝑆 → 𝑖. 𝑆𝑒𝑆
𝑆 → 𝑖. 𝑆
𝑆 → . 𝑖𝑆𝑒𝑆
𝑆 →. 𝑖𝑆
𝑆 →. a

𝑆 → 𝑎.
𝑆 → 𝑖𝑆𝑒. 𝑆
𝑆 → . 𝑖𝑆𝑒𝑆
𝑆 →. 𝑖𝑆
𝑆 →. a

𝑆 → 𝑖𝑆. 𝑒𝑆
𝑆 → 𝑖𝑆.

𝑆 → 𝑖𝑆𝑒𝑆.

۱
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۳

۴ ۶

۵

۷
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i e a $ S
۱ ۳ ۴ ۲
۲ پ
۳ ۳ ۴ ۵
۴ r۳ r۳
۵ ۶,r۲ r۲
۶ ۳ ۴ ۷
۷ r۱ r۱

(0)چ‌ر (۱)چ‌رس



0 𝑆′ → 𝑆$
1 𝑆 → 𝑖𝑆𝑒𝑆
2 𝑆 → 𝑖𝑆
3 𝑆 → 𝑎

i e a $ S
۱ ۳ ۴ ۲
۲ پ
۳ ۹ ۸ ۵
۴ r۳
۵ ۶ r۲
۶ ۳ ۴ ۷
۷ r۱
۸ r۳ r۳
۹ ۹ ۸ ۱۰
۱۰ ۱۱,r۲ r۲
۱۱ ۹ ۸ ۱۲
۱۲ r۱ r۱

آغاز پیرو
𝑆’ 𝑖, 𝑎 $
𝑆 𝑖, 𝑎 $, 𝑒

𝑆′ →.𝑆 , $
𝑆 → . 𝑖𝑆𝑒𝑆, $
𝑆 →. 𝑖𝑆, $
𝑆 →. a, $

𝑆′ → 𝑆. , $

𝑆 → 𝑖. 𝑆𝑒𝑆, $
𝑆 → 𝑖. 𝑆, $
𝑆 → . 𝑖𝑆𝑒𝑆, 𝑒|$
𝑆 →. 𝑖𝑆, 𝑒|$
𝑆 →. a , 𝑒|$

𝑆 → 𝑎. , $

𝑆 → 𝑖𝑆. 𝑒𝑆, $
𝑆 → 𝑖𝑆. , $

𝑆 → 𝑖𝑆𝑒𝑆., $۱

۲

۳

۴

𝑆 → 𝑖𝑆𝑒. 𝑆, $
𝑆 → . 𝑖𝑆𝑒𝑆, $
𝑆 →. 𝑖𝑆 , $
𝑆 →. a , $

۶۵

۷
S

i

a

S

i

a

e

S
i𝑆 → 𝑎. , 𝑒|$

۸

𝑆 → 𝑖. 𝑆𝑒𝑆, 𝑒|$
𝑆 → 𝑖. 𝑆, 𝑒|$
𝑆 → . 𝑖𝑆𝑒𝑆, 𝑒|$
𝑆 →. 𝑖𝑆, 𝑒|$
𝑆 →. a , 𝑒|$

۹

𝑆 → 𝑖𝑆. 𝑒𝑆, 𝑒|$
𝑆 → 𝑖𝑆. , 𝑒|$

𝑆 → 𝑖𝑆𝑒𝑆., 𝑒|$

𝑆 → 𝑖𝑆𝑒. 𝑆, 𝑒|$
𝑆 → . 𝑖𝑆𝑒𝑆, 𝑒|$
𝑆 →. 𝑖𝑆, 𝑒|$
𝑆 →. a, 𝑒|$

۱۱
۱۰

۱۲

S

a
i

e

S

a

i

۴a

(۱)چ‌ر



0 𝑆′ → 𝑆$
1 𝑆 → 𝑖𝑆𝑒𝑆
2 𝑆 → 𝑖𝑆
3 𝑆 → 𝑎

i e a $ S
۱ ۳ ۴ ۲
۲ پ
۳ ۹ ۸ ۵
۴ r۳
۵ ۶ r۲
۶ ۳ ۴ ۷
۷ r۱
۸ r۳ r۳
۹ ۹ ۸ ۱۰
۱۰ ۱۱,r۲ r۲
۱۱ ۹ ۸ ۱۲
۱۲ r۱ r۱

آغاز پیرو
𝑆’ 𝑖, 𝑎 $
𝑆 𝑖, 𝑎 $, 𝑒

𝑆′ →.𝑆 , $
𝑆 → . 𝑖𝑆𝑒𝑆, $
𝑆 →. 𝑖𝑆, $
𝑆 →. a, $

𝑆′ → 𝑆. , $

𝑆 → 𝑖. 𝑆𝑒𝑆, $
𝑆 → 𝑖. 𝑆, $
𝑆 → . 𝑖𝑆𝑒𝑆, 𝑒|$
𝑆 →. 𝑖𝑆, 𝑒|$
𝑆 →. a , 𝑒|$

𝑆 → 𝑎. , $

𝑆 → 𝑖𝑆. 𝑒𝑆, $
𝑆 → 𝑖𝑆. , $

𝑆 → 𝑖𝑆𝑒𝑆., $۱

۲

۳

۴

𝑆 → 𝑖𝑆𝑒. 𝑆, $
𝑆 → . 𝑖𝑆𝑒𝑆, $
𝑆 →. 𝑖𝑆 , $
𝑆 →. a , $

۶۵

۷
S

i

a

S

i

a

e

S
i𝑆 → 𝑎. , 𝑒|$

۸

𝑆 → 𝑖. 𝑆𝑒𝑆, 𝑒|$
𝑆 → 𝑖. 𝑆, 𝑒|$
𝑆 → . 𝑖𝑆𝑒𝑆, 𝑒|$
𝑆 →. 𝑖𝑆, 𝑒|$
𝑆 →. a , 𝑒|$

۹

𝑆 → 𝑖𝑆. 𝑒𝑆, 𝑒|$
𝑆 → 𝑖𝑆. , 𝑒|$

𝑆 → 𝑖𝑆𝑒𝑆., 𝑒|$

𝑆 → 𝑖𝑆𝑒. 𝑆, 𝑒|$
𝑆 → . 𝑖𝑆𝑒𝑆, 𝑒|$
𝑆 →. 𝑖𝑆, 𝑒|$
𝑆 →. a, 𝑒|$

۱۱
۱۰

۱۲

S

a
i

e

S

a

i

۴a



0 𝑆′ → 𝑆$
1 𝑆 → 𝑖𝑆𝑒𝑆
2 𝑆 → 𝑖𝑆
3 𝑆 → 𝑎

i e a $ S
۱ ۳۹ ۴۸ ۲
۲ پ
۳۹ ۳۹ ۴۸ ۵۱۰
۴۸ r۳
۵۱۰ ۶۱۱ r۲
۶۱۱ ۳۹ ۴۸ ۷۱۲
۷۱۲ r۱
۴۸ r۳ r۳
۳۹ ۳۹ ۴۸ ۵۱۰
۵۱۰ ۶۱۱,r۲ r۲
۶۱۱ ۳۹ ۴۸ ۷۱۲
۷۱۲ r۱ r۱

آغاز پیرو
𝑆’ 𝑖, 𝑎 $
𝑆 𝑖, 𝑎 $, 𝑒

𝑆′ →.𝑆 , $
𝑆 → . 𝑖𝑆𝑒𝑆, $
𝑆 →. 𝑖𝑆, $
𝑆 →. a, $

𝑆′ → 𝑆. , $

𝑆 → 𝑖. 𝑆𝑒𝑆, $
𝑆 → 𝑖. 𝑆, $
𝑆 → . 𝑖𝑆𝑒𝑆, 𝑒|$
𝑆 →. 𝑖𝑆, 𝑒|$
𝑆 →. a , 𝑒|$

𝑆 → 𝑎. , $

𝑆 → 𝑖𝑆. 𝑒𝑆, $
𝑆 → 𝑖𝑆. , $

𝑆 → 𝑖𝑆𝑒𝑆., $۱

۲

۳

۴

𝑆 → 𝑖𝑆𝑒. 𝑆, $
𝑆 → . 𝑖𝑆𝑒𝑆, $
𝑆 →. 𝑖𝑆 , $
𝑆 →. a , $

۶۵

۷
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e

S
i𝑆 → 𝑎. , 𝑒|$

۸

𝑆 → 𝑖. 𝑆𝑒𝑆, 𝑒|$
𝑆 → 𝑖. 𝑆, 𝑒|$
𝑆 → . 𝑖𝑆𝑒𝑆, 𝑒|$
𝑆 →. 𝑖𝑆, 𝑒|$
𝑆 →. a , 𝑒|$

۹

𝑆 → 𝑖𝑆. 𝑒𝑆, 𝑒|$
𝑆 → 𝑖𝑆. , 𝑒|$

𝑆 → 𝑖𝑆𝑒𝑆., 𝑒|$

𝑆 → 𝑖𝑆𝑒. 𝑆, 𝑒|$
𝑆 → . 𝑖𝑆𝑒𝑆, 𝑒|$
𝑆 →. 𝑖𝑆, 𝑒|$
𝑆 →. a, 𝑒|$

۱۱
۱۰

۱۲

S
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i

e

S
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i

۴a



0 𝑆′ → 𝑆$
1 𝑆 → 𝑖𝑆𝑒𝑆
2 𝑆 → 𝑖𝑆
3 𝑆 → 𝑎

i e a $ S
۱ ۳۹ ۴۸ ۲
۲ پ
۳۹ ۳۹ ۴۸ ۵۱۰
۴۸ r۳ r۳
۵۱۰ ۶۱۱,r۲ r۲
۶۱۱ ۳۹ ۴۸ ۷۱۲
۷۱۲ r۱ r۱

آغاز پیرو
𝑆’ 𝑖, 𝑎 $
𝑆 𝑖, 𝑎 $, 𝑒

𝑆′ →.𝑆 , $
𝑆 → . 𝑖𝑆𝑒𝑆, $
𝑆 →. 𝑖𝑆, $
𝑆 →. a, $

𝑆′ → 𝑆. , $

𝑆 → 𝑖. 𝑆𝑒𝑆, $
𝑆 → 𝑖. 𝑆, $
𝑆 → . 𝑖𝑆𝑒𝑆, 𝑒|$
𝑆 →. 𝑖𝑆, 𝑒|$
𝑆 →. a , 𝑒|$

𝑆 → 𝑎. , $

𝑆 → 𝑖𝑆. 𝑒𝑆, $
𝑆 → 𝑖𝑆. , $

𝑆 → 𝑖𝑆𝑒𝑆., $۱

۲

۳

۴

𝑆 → 𝑖𝑆𝑒. 𝑆, $
𝑆 → . 𝑖𝑆𝑒𝑆, $
𝑆 →. 𝑖𝑆 , $
𝑆 →. a , $

۶۵

۷
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e

S
i𝑆 → 𝑎. , 𝑒|$

۸

𝑆 → 𝑖. 𝑆𝑒𝑆, 𝑒|$
𝑆 → 𝑖. 𝑆, 𝑒|$
𝑆 → . 𝑖𝑆𝑒𝑆, 𝑒|$
𝑆 →. 𝑖𝑆, 𝑒|$
𝑆 →. a , 𝑒|$

۹

𝑆 → 𝑖𝑆. 𝑒𝑆, 𝑒|$
𝑆 → 𝑖𝑆. , 𝑒|$

𝑆 → 𝑖𝑆𝑒𝑆., 𝑒|$

𝑆 → 𝑖𝑆𝑒. 𝑆, 𝑒|$
𝑆 → . 𝑖𝑆𝑒𝑆, 𝑒|$
𝑆 →. 𝑖𝑆, 𝑒|$
𝑆 →. a, 𝑒|$
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(۱)چ‌رج



0 𝑆′ → 𝑆$
1 𝑆 → 𝑖𝑆𝑒𝑆
2 𝑆 → 𝑖𝑆
3 𝑆 → 𝑎

آغاز پیرو
𝑆’ 𝑖, 𝑎 $
𝑆 𝑖, 𝑎 $, 𝑒

i e a $ S
۱ ۳ ۴ ۲
۲ پ
۳ ۳ ۴ ۵
۴ r۳ r۳ r۳ r۳
۵ r۲ ۶,r۲ r۲ r۲
۶ ۳ ۴ ۷
۷ r۱ r۱ r۱ r۱

i e a $ S
۱ ۳ ۴ ۲
۲ پ
۳ ۳ ۴ ۵
۴ r۳ r۳
۵ ۶,r۲ r۲
۶ ۳ ۴ ۷
۷ r۱ r۱

(۱)چ‌رس(0)چ‌ر

i e a $ S
۱ ۳ ۴ ۲
۲ پ
۳ ۹ ۸ ۵
۴ r۳
۵ ۶ r۲
۶ ۳ ۴ ۷
۷ r۱
۸ r۳ r۳
۹ ۹ ۸ ۱۰
۱۰ ۱۱,r۲ r۲
۱۱ ۹ ۸ ۱۲
۱۲ r۱ r۱

(۱)چ‌ر

i e a $ S
۱ ۳۹ ۴۸ ۲
۲ پ
۳۹ ۳۹ ۴۸ ۵۱۰
۴۸ r۳ r۳
۵۱۰ ۶۱۱,r۲ r۲
۶۱۱ ۳۹ ۴۸ ۷۱۲
۷۱۲ r۱ r۱

(۱)چ‌رج



رفع‌ابهام

0 𝑆′ → 𝑆$
1 𝑆 → 𝑖𝑆𝑒𝑆
2 𝑆 → 𝑖𝑆
3 𝑆 → 𝑎

آغاز پیرو
𝑆’ 𝑖, 𝑎 $
𝑆 𝑖, 𝑎 $, 𝑒

i e a $ S
۱ ۳ ۴ ۲
۲ پ
۳ ۳ ۴ ۵
۴ r۳ r۳ r۳ r۳
۵ r۲ ۶ r۲ r۲
۶ ۳ ۴ ۷
۷ r۱ r۱ r۱ r۱

i e a $ S
۱ ۳ ۴ ۲
۲ پ
۳ ۳ ۴ ۵
۴ r۳ r۳
۵ ۶ r۲
۶ ۳ ۴ ۷
۷ r۱ r۱

(۱)چ‌رس(0)چ‌ر

i e a $ S
۱ ۳ ۴ ۲
۲ پ
۳ ۹ ۸ ۵
۴ r۳
۵ ۶ r۲
۶ ۳ ۴ ۷
۷ r۱
۸ r۳ r۳
۹ ۹ ۸ ۱۰
۱۰ ۱۱ r۲
۱۱ ۹ ۸ ۱۲
۱۲ r۱ r۱

(۱)چ‌ر

i e a $ S
۱ ۳۹ ۴۸ ۲
۲ پ
۳۹ ۳۹ ۴۸ ۵۱۰
۴۸ r۳ r۳
۵۱۰ ۶۱۱ r۲
۶۱۱ ۳۹ ۴۸ ۷۱۲
۷۱۲ r۱ r۱

(۱)چ‌رج



دستورهای‌مبهم

از‌نوع‌چ‌ر‌نیستند

بعضی‌از‌ان‌ها‌مفید‌جهت‌پیاده‌سازی

عبارات‌ریاضی
دستور‌مبهم‌کوتاهتر
طبیعی‌تر

استفاده‌کنترل‌شده‌از‌دستور‌مبهم



اولویت‌و‌شرکت‌پذیری
مبهم

𝐸 → 𝑖𝑑

𝐸 → 𝑛𝑢𝑚

𝐸 → 𝐸 ∗ 𝐸

𝐸 → 𝐸 / 𝐸

𝐸 → 𝐸 + 𝐸

𝐸 → 𝐸 − 𝐸

𝐸 → ( 𝐸 )

نامبهم

𝐸 → 𝐸 + 𝑇

𝐸 → 𝐸 − 𝑇

𝐸 → 𝑇

𝑇 → 𝑇 ∗ 𝐹

𝑇 → 𝑇 / 𝐹

𝑇 → 𝐹

𝐹 → 𝑖𝑑

𝐹 → 𝑛𝑢𝑚

𝐹 → ( 𝐸 )

ترجیح‌دستور‌مبهمدلایل•
راحتی‌تغییر‌اولویت‌و‌شرکت‌پذیری•

بدون‌دستکاری‌دستورات•
یا‌تغییر‌حالات‌تجزیه‌گر•

𝐸بیشتر‌زمان‌تجزیه‌گر‌صرف‌کاهش‌دستورات‌• → 𝑇 و𝑇 → 𝐹
صرفا‌برای‌دوری‌از‌ابهام•

عدم‌صرف‌وقت‌تجزیه‌گر‌دستور‌مبهم‌برای‌دستورات‌تک•



0 𝐸′ → 𝐸$

1 𝐸 → 𝑖𝑑

2 𝐸 → 𝐸 ∗ 𝐸

3 𝐸 → 𝐸 + 𝐸

4 𝐸 → ( 𝐸 )

𝐸′ →.𝐸$
𝐸 →. 𝑖𝑑
𝐸 → . 𝐸 ∗ 𝐸
𝐸 → . 𝐸 + 𝐸
𝐸 →. ( 𝐸 )

۱
𝐸′ → 𝐸. $
𝐸 → 𝐸.∗ 𝐸
𝐸 → 𝐸.+ 𝐸

۲

E

𝐸 → (.𝐸 )
𝐸 →. 𝑖𝑑
𝐸 → . 𝐸 ∗ 𝐸
𝐸 → . 𝐸 + 𝐸
𝐸 →. ( 𝐸 )

۳)

𝐸 → 𝑖𝑑.

۴
id

𝐸 → 𝐸+. 𝐸
𝐸 →. 𝑖𝑑
𝐸 → . 𝐸 ∗ 𝐸
𝐸 → . 𝐸 + 𝐸
𝐸 →. ( 𝐸 )

۵

+

𝐸 → 𝐸 ∗. 𝐸
𝐸 →. 𝑖𝑑
𝐸 → . 𝐸 ∗ 𝐸
𝐸 → . 𝐸 + 𝐸
𝐸 →. ( 𝐸 )

۶

*

𝐸 → (𝐸. )
𝐸 → 𝐸.∗ 𝐸
𝐸 → 𝐸.+ 𝐸

۷
E

id

)

𝐸 → (𝐸) .
)

*

+
۱۰

id
id

𝐸 → 𝐸 + 𝐸.
𝐸 → 𝐸.∗ 𝐸
𝐸 → 𝐸.+ 𝐸

۸
E

𝐸 → 𝐸 ∗ 𝐸.
𝐸 → 𝐸.∗ 𝐸
𝐸 → 𝐸.+ 𝐸

۹

E

۴

۳((

+

*
+

*

id + * ( ) $ E
۱ ۴ ۳ ۲
۲ ۵ ۶ پ
۳ ۴ ۲
۴ r۱ r۱ r۱ r۱
۵ ۴ ۳ ۸
۶ ۴ ۳ ۹
۷ ۵ ۶ ۱۰
۸ ۵,r۳ ۶,r۳ r۳ r۳
۹ ۵,r۲ ۶,r۲ r۲ r۲
۱۰ r۴ r۴ r۴ r۴

دپیشون پشته ورودی

E+E 1 2 5 8 *id$

جمعانتقال‌به‌دلیل‌اولویت‌ضرب‌بر



0 𝐸′ → 𝐸$

1 𝐸 → 𝑖𝑑

2 𝐸 → 𝐸 ∗ 𝐸

3 𝐸 → 𝐸 + 𝐸

4 𝐸 → ( 𝐸 )

𝐸′ →.𝐸$
𝐸 →. 𝑖𝑑
𝐸 → . 𝐸 ∗ 𝐸
𝐸 → . 𝐸 + 𝐸
𝐸 →. ( 𝐸 )

۱
𝐸′ → 𝐸. $
𝐸 → 𝐸.∗ 𝐸
𝐸 → 𝐸.+ 𝐸

۲

E

𝐸 → (.𝐸 )
𝐸 →. 𝑖𝑑
𝐸 → . 𝐸 ∗ 𝐸
𝐸 → . 𝐸 + 𝐸
𝐸 →. ( 𝐸 )

۳)

𝐸 → 𝑖𝑑.

۴
id

𝐸 → 𝐸+. 𝐸
𝐸 →. 𝑖𝑑
𝐸 → . 𝐸 ∗ 𝐸
𝐸 → . 𝐸 + 𝐸
𝐸 →. ( 𝐸 )

۵

+

𝐸 → 𝐸 ∗. 𝐸
𝐸 →. 𝑖𝑑
𝐸 → . 𝐸 ∗ 𝐸
𝐸 → . 𝐸 + 𝐸
𝐸 →. ( 𝐸 )

۶

*

𝐸 → (𝐸. )
𝐸 → 𝐸.∗ 𝐸
𝐸 → 𝐸.+ 𝐸

۷
E

id

)

𝐸 → (𝐸) .
)

*

+
۱۰

id
id

𝐸 → 𝐸 + 𝐸.
𝐸 → 𝐸.∗ 𝐸
𝐸 → 𝐸.+ 𝐸

۸
E

𝐸 → 𝐸 ∗ 𝐸.
𝐸 → 𝐸.∗ 𝐸
𝐸 → 𝐸.+ 𝐸

۹

E

۴

۳((

+

*
+

*

id + * ( ) $ E
۱ ۴ ۳ ۲
۲ ۵ ۶ پ
۳ ۴ ۲
۴ r۱ r۱ r۱ r۱
۵ ۴ ۳ ۸
۶ ۴ ۳ ۹
۷ ۵ ۶ ۱۰
۸ ۵,r۳ ۶,r۳ r۳ r۳
۹ ۵,r۲ ۶,r۲ r۲ r۲
۱۰ r۴ r۴ r۴ r۴

دپیشون پشته ورودی

E+E 1 2 5 8 +id$

کاهش‌به‌دلیل‌شرکت‌پذیری‌چپ



0 𝐸′ → 𝐸$

1 𝐸 → 𝑖𝑑

2 𝐸 → 𝐸 ∗ 𝐸

3 𝐸 → 𝐸 + 𝐸

4 𝐸 → ( 𝐸 )

𝐸′ →.𝐸$
𝐸 →. 𝑖𝑑
𝐸 → . 𝐸 ∗ 𝐸
𝐸 → . 𝐸 + 𝐸
𝐸 →. ( 𝐸 )

۱
𝐸′ → 𝐸. $
𝐸 → 𝐸.∗ 𝐸
𝐸 → 𝐸.+ 𝐸

۲

E

𝐸 → (.𝐸 )
𝐸 →. 𝑖𝑑
𝐸 → . 𝐸 ∗ 𝐸
𝐸 → . 𝐸 + 𝐸
𝐸 →. ( 𝐸 )

۳)

𝐸 → 𝑖𝑑.

۴
id

𝐸 → 𝐸+. 𝐸
𝐸 →. 𝑖𝑑
𝐸 → . 𝐸 ∗ 𝐸
𝐸 → . 𝐸 + 𝐸
𝐸 →. ( 𝐸 )

۵

+

𝐸 → 𝐸 ∗. 𝐸
𝐸 →. 𝑖𝑑
𝐸 → . 𝐸 ∗ 𝐸
𝐸 → . 𝐸 + 𝐸
𝐸 →. ( 𝐸 )

۶

*

𝐸 → (𝐸. )
𝐸 → 𝐸.∗ 𝐸
𝐸 → 𝐸.+ 𝐸

۷
E

id

)

𝐸 → (𝐸) .
)

*

+
۱۰

id
id

𝐸 → 𝐸 + 𝐸.
𝐸 → 𝐸.∗ 𝐸
𝐸 → 𝐸.+ 𝐸

۸
E

𝐸 → 𝐸 ∗ 𝐸.
𝐸 → 𝐸.∗ 𝐸
𝐸 → 𝐸.+ 𝐸

۹

E

۴

۳((

+

*
+

*

id + * ( ) $ E
۱ ۴ ۳ ۲
۲ ۵ ۶ پ
۳ ۴ ۲
۴ r۱ r۱ r۱ r۱
۵ ۴ ۳ ۸
۶ ۴ ۳ ۹
۷ ۵ ۶ ۱۰
۸ ۵,r۳ ۶,r۳ r۳ r۳
۹ ۵,r۲ ۶,r۲ r۲ r۲
۱۰ r۴ r۴ r۴ r۴

دپیشون پشته ورودی

E*E 1 2 5 9 +id$

۹حالت‌
اولویت‌ضرب‌بر‌جمع
کاهش



0 𝐸′ → 𝐸$

1 𝐸 → 𝑖𝑑

2 𝐸 → 𝐸 ∗ 𝐸

3 𝐸 → 𝐸 + 𝐸

4 𝐸 → ( 𝐸 )

𝐸′ →.𝐸$
𝐸 →. 𝑖𝑑
𝐸 → . 𝐸 ∗ 𝐸
𝐸 → . 𝐸 + 𝐸
𝐸 →. ( 𝐸 )

۱
𝐸′ → 𝐸. $
𝐸 → 𝐸.∗ 𝐸
𝐸 → 𝐸.+ 𝐸

۲

E

𝐸 → (.𝐸 )
𝐸 →. 𝑖𝑑
𝐸 → . 𝐸 ∗ 𝐸
𝐸 → . 𝐸 + 𝐸
𝐸 →. ( 𝐸 )

۳)

𝐸 → 𝑖𝑑.

۴
id

𝐸 → 𝐸+. 𝐸
𝐸 →. 𝑖𝑑
𝐸 → . 𝐸 ∗ 𝐸
𝐸 → . 𝐸 + 𝐸
𝐸 →. ( 𝐸 )

۵

+

𝐸 → 𝐸 ∗. 𝐸
𝐸 →. 𝑖𝑑
𝐸 → . 𝐸 ∗ 𝐸
𝐸 → . 𝐸 + 𝐸
𝐸 →. ( 𝐸 )

۶

*

𝐸 → (𝐸. )
𝐸 → 𝐸.∗ 𝐸
𝐸 → 𝐸.+ 𝐸

۷
E

id

)

𝐸 → (𝐸) .
)

*

+
۱۰

id
id

𝐸 → 𝐸 + 𝐸.
𝐸 → 𝐸.∗ 𝐸
𝐸 → 𝐸.+ 𝐸

۸
E

𝐸 → 𝐸 ∗ 𝐸.
𝐸 → 𝐸.∗ 𝐸
𝐸 → 𝐸.+ 𝐸

۹

E

۴

۳((

+

*
+

*

id + * ( ) $ E
۱ ۴ ۳ ۲
۲ ۵ ۶ پ
۳ ۴ ۲
۴ r۱ r۱ r۱ r۱
۵ ۴ ۳ ۸
۶ ۴ ۳ ۹
۷ ۵ ۶ ۱۰
۸ ۵,r۳ ۶,r۳ r۳ r۳
۹ ۵,r۲ ۶,r۲ r۲ r۲
۱۰ r۴ r۴ r۴ r۴

دپیشون پشته ورودی

E*E 1 2 5 9 *id$

۹حالت‌
شرکت‌پذیری‌چپ

و‌+کاهش‌برای‌هر‌دو‌ورودی‌*



0 𝐸′ → 𝐸$

1 𝐸 → 𝑖𝑑

2 𝐸 → 𝐸 ∗ 𝐸

3 𝐸 → 𝐸 + 𝐸

4 𝐸 → ( 𝐸 )

𝐸′ →.𝐸$
𝐸 →. 𝑖𝑑
𝐸 → . 𝐸 ∗ 𝐸
𝐸 → . 𝐸 + 𝐸
𝐸 →. ( 𝐸 )

۱
𝐸′ → 𝐸. $
𝐸 → 𝐸.∗ 𝐸
𝐸 → 𝐸.+ 𝐸

۲

E

𝐸 → (.𝐸 )
𝐸 →. 𝑖𝑑
𝐸 → . 𝐸 ∗ 𝐸
𝐸 → . 𝐸 + 𝐸
𝐸 →. ( 𝐸 )

۳)

𝐸 → 𝑖𝑑.

۴
id

𝐸 → 𝐸+. 𝐸
𝐸 →. 𝑖𝑑
𝐸 → . 𝐸 ∗ 𝐸
𝐸 → . 𝐸 + 𝐸
𝐸 →. ( 𝐸 )

۵

+

𝐸 → 𝐸 ∗. 𝐸
𝐸 →. 𝑖𝑑
𝐸 → . 𝐸 ∗ 𝐸
𝐸 → . 𝐸 + 𝐸
𝐸 →. ( 𝐸 )

۶

*

𝐸 → (𝐸. )
𝐸 → 𝐸.∗ 𝐸
𝐸 → 𝐸.+ 𝐸

۷
E

id

)

𝐸 → (𝐸) .
)

*

+
۱۰

id
id

𝐸 → 𝐸 + 𝐸.
𝐸 → 𝐸.∗ 𝐸
𝐸 → 𝐸.+ 𝐸

۸
E

𝐸 → 𝐸 ∗ 𝐸.
𝐸 → 𝐸.∗ 𝐸
𝐸 → 𝐸.+ 𝐸

۹

E

۴

۳((

+

*
+

*

id + * ( ) $ E
۱ ۴ ۳ ۲
۲ ۵ ۶ پ
۳ ۴ ۲
۴ r۱ r۱ r۱ r۱
۵ ۴ ۳ ۸
۶ ۴ ۳ ۹
۷ ۵ ۶ ۱۰
۸ ۵,r۳ ۶,r۳ r۳ r۳
۹ ۵,r۲ ۶,r۲ r۲ r۲
۱۰ r۴ r۴ r۴ r۴

۸حالت‌
اولویت

انتقال

شرکت‌پذیری‌چپ‌
کاهش!

۹حالت‌
بر‌*شرکت‌پذیری‌چپ‌و‌اولویت‌+

و‌+کاهش‌با‌هر‌دو‌ورودی‌*

دپیشون پشته ورودی

E+E 1 2 5 8 *id$



0 𝐸′ → 𝐸$

1 𝐸 → 𝑖𝑑

2 𝐸 → 𝐸 ∗ 𝐸

3 𝐸 → 𝐸 + 𝐸

4 𝐸 → ( 𝐸 )

𝐸′ →.𝐸$
𝐸 →. 𝑖𝑑
𝐸 → . 𝐸 ∗ 𝐸
𝐸 → . 𝐸 + 𝐸
𝐸 →. ( 𝐸 )

۱
𝐸′ → 𝐸. $
𝐸 → 𝐸.∗ 𝐸
𝐸 → 𝐸.+ 𝐸

۲

E

𝐸 → (.𝐸 )
𝐸 →. 𝑖𝑑
𝐸 → . 𝐸 ∗ 𝐸
𝐸 → . 𝐸 + 𝐸
𝐸 →. ( 𝐸 )

۳)

𝐸 → 𝑖𝑑.

۴
id

𝐸 → 𝐸+. 𝐸
𝐸 →. 𝑖𝑑
𝐸 → . 𝐸 ∗ 𝐸
𝐸 → . 𝐸 + 𝐸
𝐸 →. ( 𝐸 )

۵

+

𝐸 → 𝐸 ∗. 𝐸
𝐸 →. 𝑖𝑑
𝐸 → . 𝐸 ∗ 𝐸
𝐸 → . 𝐸 + 𝐸
𝐸 →. ( 𝐸 )

۶

*

𝐸 → (𝐸. )
𝐸 → 𝐸.∗ 𝐸
𝐸 → 𝐸.+ 𝐸

۷
E

id

)

𝐸 → (𝐸) .
)

*

+
۱۰

id
id

𝐸 → 𝐸 + 𝐸.
𝐸 → 𝐸.∗ 𝐸
𝐸 → 𝐸.+ 𝐸

۸
E

𝐸 → 𝐸 ∗ 𝐸.
𝐸 → 𝐸.∗ 𝐸
𝐸 → 𝐸.+ 𝐸

۹

E

۴

۳((

+

*
+

*

id + * ( ) $ E
۱ ۴ ۳ ۲
۲ ۵ ۶ پ
۳ ۴ ۲
۴ r۱ r۱ r۱ r۱
۵ ۴ ۳ ۸
۶ ۴ ۳ ۹
۷ ۵ ۶ ۱۰
۸ r۳ ۶ r۳ r۳
۹ r۲ r۲ r۲ r۲
۱۰ r۴ r۴ r۴ r۴



بازیابی‌خطا

چ‌ر‌دارای‌اعمال‌انتقال‌و‌کاهش‌و‌پذیرش‌و‌خطا
نامناسب‌بودن‌توقف‌بر‌روی‌اولین‌خطا

روند‌بازیابی‌موضعی‌خطا

علامت‌خاص‌خطا
جهت‌هماهنگی‌بازیابی‌خطا

و‌ادامه‌تجزیهبعدی‌(‌سنکرون‌ساز)هماهنگ‌ساز‌به‌تکه‌های‌در‌صورت‌خطا‌رفتن‌تجزیه‌گر‌
به‌نقطه‌کامای‌بعدی
یا‌پرانتز‌راست

انجام‌با‌افزودن‌

تعامل‌تجزیه‌گر‌چ‌ر‌هنگام‌رسیدن‌به‌حالت‌خطا
رسیدن‌حالتی‌دارای‌اقدام‌انتقال‌خطابرداشتن‌از‌روی‌پشته‌تا‌
شیفت‌تکه‌خطا
با‌تکه‌جلوبین‌فعلیبی‌خطا‌نادیده‌گیری‌علائم‌ورودی‌تا‌رسیدن‌به‌حالت‌دارای‌اقدام‌
ادامه‌تجزیه‌معمول



بازیابی‌خطا

→expدر‌صورت‌ error
اقدام‌بدون‌خطا‌برابر‌با‌کاهش
امکان‌حصول‌خطای‌بیشتر



بازیابی‌سراسری‌خطا

.یافتن‌کمترین‌مجموعه‌درج‌و‌حذف‌که‌رشته‌ورودی‌را‌به‌رشته‌معنایی‌درست‌برگرداند
رفتن‌یا‌تغییر‌در‌جایی‌قبل‌از‌اولین‌گزارش‌خطا

فیشر-طای‌بورکهختصحیح‌
امتحان‌هر‌حذف‌یا‌درج‌یا‌تغییر‌تکه‌های‌منفردی‌که‌kمرحله‌زودتر‌از‌جایی‌که‌موتور‌تجزیه‌گیر‌افتاده‌است

K=15۱۰۰و‌۸۵تلاش‌برای‌بهبود‌کد‌بین‌تکه‌های‌۱۰۰با‌گیر‌کردن‌در‌تکه‌

بدون‌نیاز‌به‌تغییر‌تجزیه‌گر‌
بدون‌افزودن‌قوانین‌خطا

نیاز‌به‌یاداوری‌kتکه‌قبلی
استفاده‌از‌دو‌پشته‌قدیم‌و‌فعلی



بازیابی‌سراسری‌خطا

تکه‌ایKنوع‌تکه‌با‌داشتن‌پنجره‌Nزبان‌دارای‌
امکان‌K+KN+KNحذف،‌درج،‌و‌جانشینی‌
نه‌چندان‌هزینه‌بر



منابع

[ببرسبز]

[اژدرها]

[کوپر]


